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鉄パイプを使ってらせん杭を抜く作業

ハウスのパイプを束ねる作業
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交通事故の救助に貢献

～八代広域本部で表彰～

いわっちょの面白写真
～ディスタンス～

仙台市の高橋さんが製作された看板

「夫とはとっくに心もディスタンス」が、ツ

イッターで話題になっていました。

ご本人によると、新型コロナの影響で

自粛ムードの中、どうしてもピリピリした雰

囲気が続いていて、コロナのことでギス

ギスせず、みんなで笑って暮らしていけ

たらとの思いから作られたそうな。

なお、これとは別に、「妻とはちょうどほ

どよいディスタンス」もあるようです。

コロナで体なまってる⁉
～ビニールハウスの解体～

体動かし、地域貢献「どんごろす」
氷川流域の里山を守る②

里山でのイベント開催や整備を行っ

ている「どんごろす」（上原健一会長）

は、発足から２２年目を迎えている。

2006年に「みどりの日」保全活動部

門・環境大臣表彰を受賞、2013年に

はコミュニティ活動部門くまもと里モン

賞を受賞し、全国的にも知られている

組織である。

最近では里山整備に伴う講習会開

催に加え、高齢による体力低下や人

手不足により里山管理が困難な地権

者からの要望により、有償ボランティ

ア活動に力を入れている。

写真左：竹林整備の講習会

写真上：伐採した竹をチッパーに入れ

て粉砕。マルチング材や堆肥に利用出

来るので、一石二鳥。

５月２２日、八代消防本部にて消防

表彰が行われ、藤本幸夫さん（白木

平）、岩﨑久幸さん（白木平）、前田浩

典さん（白木平）、県南広域本部職員

５人の計８人に、谷井祐典消防長から

表彰状が手渡された。

これは、４月２７日に泉町で発生した

普通乗用車が約２０メートル下の氷川

に転落した交通事故で、人命救助や

交通誘導などを行ったことに対して表

彰されたもの。

同本部の谷井消防長が、「連携して

迅速かつ的確な救助活動していただ

き、ありがとうございました」とお礼を述

べると、代表して県南広域本部職員

の中島さんが「地域の皆さんと協力し

て助けられたのでよかった」と話した。

高齢化に伴い、中山間地の環境も荒廃しつつある中、里山の保全活動に取

り組む住民組織の活動を３回シリーズで紹介する。２回目は、氷川町の里山ク

ラブ「どんごろす」。

【有償ボランティアの概要】

労力費：１人１日(実働４時間) 3,000円

受託地域：氷川町、八代市(東陽町、泉町)

の氷川流域

その他：チッパーの貸し出しは5,000円/日

2020.4.20熊日朝刊掲載

５月２４日と３０日の２日間、千丁町に

あるビニールハウスの解体作業を半

日ずつ手伝った。

２４日に参加したのは、課題解決

コースのメンバー４人。女子２人がパ

イプをつなげていたワンタッチという金

具を集め、５個ずつ並べて輪ゴムをは

めた。男子２人はハウスの横にある黒

いビニールを巻いたり、らせん杭を抜

いたりした。

３０日は家族４人で、直径２５mmの

鉄のパイプを、５本ずつ束ねた。パイ

プは８ｍくらいあって、とても重かった。

曲がっているのであつかいにくいし、

ぴったりそろえないといけなかったの

で、何度もやり直した。

２日間とも、時間があっという間に過

ぎていた。とても集中していたと実感

したが、コロナウイルスで連休が続い

ていたので、体がなまりとてもきつかっ

た。でも、ハウスの解体作業は今まで

したことがなかったので、とても勉強に

なった。

【宮原小６年：四宮裕恒】

◆温泉再開♪
新型コロナウイ

ルス感染防止対

策として休止して

いた東陽交流セ

ンターせせらぎ

の温泉施設は、６月１日から再開され

ました。

ただし、同施設のレストランは当面

休止です。

また、ふれあいセンターいずみのレ

ストランは、５月下旬から１６時までの

短縮営業中です。

◆緑茶パウダーが便利♪
まちの課題解決・探究コースでは、

毎回１５分のおやつタイムがあるので

すが、５月から市販のお茶のペットボ

トルの購入を止めました。代わりに飲

み始めたのが泉町産の緑茶パウダー

で、冷水に入れて混ぜるだけの簡単

飲料です。

料理にも使えてとても便利。お求め

は、ふれあいセンターいずみへ♪
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また、会員は随時募集しており、運

営委員の清原正彦さんは、「体を動か

すことで健康を維持し、里山も健康な

状態にしたい」と話している。

入会、里山管理の有償ボランティア

の申し込みは、清原正彦さん（090-

3017-9634）、またはEﾒｰﾙで。

dongorosu_mail@yahoo.co.jp



　

6/6みんなで力を合わせてマルチ張り

おやつタイムは、特に楽しい♪

6/5月光仮面チームが照明設営

【かわいい野菜の花たち】

ファーストペンギンになる⑮
新たな活動検討＆月夜の農業クラブ

◆部活動をスタートさせよう♪

既存の活動と期生の連携も進み始

めている中、個人で関心のあるテー

マや活動を考え、部活動的にやって

みよう♪として、５月２３日にメンバー

へ提案した。

部活動として成立する条件は、コー

スのメンバーが２人以上参加し、大人

を含めメンバー外の参加も可能。ただ

し、部長らが自ら運営することである。

６月６日、月夜の農業に伴い定例学

習会を１５時から行い、各自でやりた

いことと目的などを発表した。提案者

（ ）と投票の結果は、以下のとおり。

・バドミントン（堀川桃子）８人

・ダンス（竹山実李）７人

・マジック（寺岡拓海）４人

・川の生き物調査（山本遥介）３人

・漫才（四宮裕恒）２人

まちの課題解決・探究コースは、５月１６日から活動を再開。各期生の活動を

継続しつつ、コースメンバーを中心に新たな活動テーマを検討している。

一方で、月夜の農業クラブも再開し、１０月に予定している収穫祭へ向けて

全体での栽培作業もスタートした。

最初、畑を見て、勢いよく伸びてる

茎に、はて？何を植えたんだっけ？と

思いましたが、溝に生えた雑草の生

命力にはびっくり‼でした。サボってい

て、草の陰になった作物は一部枯れ

てました。

【田ノ浦小４年：田辺眞子】

前回は自分の畑だけで、みんなで

話したのはおやつの時ぐらい？今回

は、みんなで準備をしたり植えたりし

ました。話す機会が増え、みんなで一

つのことを成し遂げようとすると一致団

結に繋がるし、農業とかがもっと楽しく

なるんじゃないかなと思いました。

【氷川中２年：稲本美聖】

留学生活の最後の2ヶ月間、アメリカ

でも新型コロナの感染が広がった。

せっかくの留学がオンライン授業にな

り、当初は損をした気もした。

しかし、実際は、「隣人を気遣う」こと

の大事さを学べた、ある意味充実した

期間だったように思う。

◇ステイホームで周りを気遣う

オンライン授業に移行後、先生達が、

「この状況下で、通常の学習量を維持

するのは困難」と判断したこともあり、

学習課題の量は減った。余った時間

が増えた私は、読書、ニュース、オン

ライン芸術鑑賞(！)、音楽など、比較

的学びの多い日々を過ごせた。

一番大きな変化は、「以前より学友

を気遣うようになった」という点である。

オンライン移行後も、留学生など一部

の学生は寮に残って生活していた。

学生数が減った分、毎日同じ人に顔

を会わせるようになった 。その分、

日々の会話で、お互いを気遣い、良

き理解者となるよう努力した。

寮内の限られた空間で、楽しみを見

いだす必要も生じた。私も寮の仲間を

前にコンサートしたり、料理したりした

ものだった。
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【人生のまくら話⑬～鈴嶋克太】
リモートラーニングを経験して考えたこと

〜今こそ持ちたい「思いやり」〜

遠方への外出を控えた分、身近な

環境・人へのケアを意識する時間が

増えた、ということだ。

◇遠い誰かのことも気遣いたい

今、日本は感染拡大が終息し、多く

の人にとって日常が戻りつつある 。

「何とか乗り切った」という感慨を抱い

ている人が多い今こそ、「自分とは違う

境遇に置かれている人々を気遣う気

持ち」を持ちたい。

コロナショックの影響で、日々の生活

に苦労している人は日本にも多くいる。

また、海外、特に途上国では、公的な

セーフティネットが存在しないために、

非常に苦しい状況に置かれている人

もいる。人の移動が制限されているせ

いで、各地の情報が日本まで十分に

届いていない、というのが現状であろ

う。

昨今、リモートワーク、リモートラーニ

ングが増えている。私達一人一人の

「思いやり」の範囲も、目の前の環境・

人はもちろん、遠くのリモートな出来事

T君の場所の草を取るお手伝いの

時に、雑草の根が固く抜けなかったの

で、カマを使って抜くと抜きやすく、作

業しやすかったです。

【宮原小６年：四宮咲弥】

マルチ張りから芋の苗を植えるまで

を、子どもたちと力を合わせて短時間

で終えました。日中では暑くて中々は

かどらない作業も、夜だと涼しく苦で

はありませんでした。

みんなとても元気で、私も夜の作業

が楽しかったです。ひとつ気になった

のは、カメムシの多さでした。

【氷川町：お母さん】

うちの畑に草が沢山生えていて、取

るのが大変でしたが、Sさんが手伝っ

てくれました。おやつタイムが終わっ

てから、T君の畑の草取りを手伝いま

した。

ずっとしゃがんでいたので 、きつ

かったけれど、みんなでおやつタイム

の時はおしゃべりして楽しかったです。

【大田郷小５年：三好爽心】
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◆新たな出会いと共同作業を楽しむ♪

６月の満月は６日。５日を個人の農作業、６日を個

人と全体の農作業として月夜の農業を行った。

まず５日の農作業には１３人が参加し、草取りやサ

ツマイモなど新たな作物を植えた。これに先立ち、

正義の味方である月光仮面チーム４人（県職員や

まちづくりコンサルタントなど）が参加し、ビニールハ

ウス内の草取りやLED照明の設営などのサポートも

あった。

６日の農作業には２０人が参加した。１０月に予定

している収穫祭へ向けて、事務局が全体で栽培す

る品目を検討。夏草対策として、約１０人でマルチ

張りを行い、サツマイモ（紅ハルカ）、イエローニンジ

ンや丹波の黒豆などを蒔いた。さらに、２・３年後の

楽しみとして、ビワとフェイジョアを２本ずつ植えた。

また、草取りが大変な家族のために、余裕のあるメ

ンバーが応援を行い、全ての畝がきれいに除草さ

れた。

すでにキュウリやビーツが収穫され始め、メンバー

におすそ分けも行われるなど、回を重ねる度に楽し

い時間となっている。農地にはまだ余裕があるため、

参加希望者は岩本（090-3197-7908）まで。

ワクワク♪楽しい？難しい？～月夜の農業クラブ・作業の感想

・各種チャレンジ（四宮裕恒）４人

・eスポーツ（三好逞心）５人

・川釣り（四宮裕恒）４人

・手芸（竹山実李）２人

・チアリーディング（堀川百合子）１人

次回は、各提案者が以下の３項目

について文字化した資料を用意し、３

分程度で発表を行う。

①半年後と１年後の目標や到達点

②活動の頻度や場所

③部員の範囲、目標人数と募集方法

上記の議論を経て企画書を作成し、

保護者の同意を得て、早ければ７月

から活動をスタートする。


